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電気探査による調査結果 Ａ測線
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電気探査による調査結果（高密度電気探査測線位置図)
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高密度電気探査とボーリング調査を組み合わせた効率的な調査を実施

赤色の低比抵抗部≒廃棄物分布エリア
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電気探査による調査結果 （地質調査結果･Ａ測線断面)
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廃棄物の埋立状況
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汚染拡散防止対策
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対策前の不法投棄現場
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汚染拡散防止対策

緊急的対策工事後(長期的対策工事施工中)
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汚染拡散防止対策 （鉛直遮水壁) 汚染拡散防止対策 （鉛直遮水壁)

汚染拡散防止対策 （浸出水貯留池) 汚染拡散防止対策 （浸出水処理施設)

汚染拡散防止対策

青森県

防災調整池
V=11,9 60m

3

浸出水貯留池
V=12,3 00m

3

浸出水処理施設
処理能力 150m

3
/日

  雨水排水路 及び
   浸出水導水路(埋設管)

岩手県

鉛直遮水壁
L= 987m

浸出水貯留槽

青森県

防災調整池
V=11,9 60m

3

浸出水貯留池
V=12,3 00m

3

浸出水処理施設
処理能力 150m

3
/日

  雨水排水路 及び
   浸出水導水路(埋設管)

岩手県

鉛直遮水壁
L= 987m

浸出水貯留槽



岩手県境部の地下水対策

岩手県青森県

分水嶺

2002年11月測定（H14.12.11 第2回技術部会資料1-2）

岩手県境部の地下水対策 （地下水流れ)

（１）高台に位置し、降雨以外の涵養は無い。

県境青森県側 岩手県側

県をまたいで
流れている

分水嶺

（２）分水嶺と県境は異なる位置に存在する。　　

岩手県境部の地下水対策 （汚染現場のモデル化)

①2002年10月～11月の
降雨データをもとに、左図
斜線部（約34000㎡）から
県境部へ流れる日平均浸
出水量を算出

→約60㎥/day

②数値シミュレーションの

　　計算結果

→約58㎥/day

観測された地下水位や現場での水収支とほぼ一致したモデルを作成できた

県境を越えて流れる地下水量

分水嶺県境

３４０００
㎡

青森県

岩手県

ほぼ同じ

岩手県境部の地下水対策 （水収支)

数値シミュレーションによる県境を通過する地下水流量の推定

青森県

岩手県21㎥/day

12 ㎥/day

21 ㎥/day

3 ㎥/day

合計　
58t/day

岩手県境部の地下水対策 （地下水流量の推定)

鉛直遮水壁計画

岩手県青森県

分水嶺

青森県側集水域 岩手県側集水域



鉛直遮水壁

岩手県青森県

分水嶺

岩手県施工県境遮水工

青森県側集水域 岩手県側集水域

岩手県境部の地下水対策 （岩手県による鋼矢板設置)




